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先月の振り返り: 9月のドル円相場は109円前半～112円前半で推移。米国の経済指標が市場予想を上

回ったことでドル円は110円台を回復する場面もあったが、デルタ株感染拡大による景気回復鈍化懸

念からNYダウの下落が続きドル円は再び109円台に下落するなど110円を中心とした持ち合い相場は

継続。月中に中国恒大集団の債務不履行懸念が台頭したことでリスク回避の円高がさらに進み109円

前半となったが、中国恒大集団が利払いを表明したことで一先ず問題は先送りされたことやFOMCに

おいて利上げ時期の前倒しと利上げ幅拡大が示されたことで流れが一転。月末にかけてドル買いが

加速しドル円は112円台に突入したが、利食い売りなどに押され111円台前半で9月を終えた。

本書面は、合同会社フィナンシャルヴィレッジプレゼンス（以下「当社」）が、投資一般に関する情報提供を目的とするものであり、投資の勧誘を目的としたものではありませ
ん。本書面に記載されている情報には将来的な業績や出来事に関する予想が含まれていることがありますが、それらの記述はあくまで予想であり、その内容の正確性、
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　新築住宅販売件数

　日銀金融政策決定会合

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

今後の展開: 次回のFOMCにおいて利上げ実施の可能性が高まったとマーケットが判断

している事で、今しばらくはドル高の地合いが続いていくとみて良いだろう。基本的

には押し目を拾っていくスタンスで見ていきたいが、リスク要因も頭に入れておきた

い。パウエルFRB議長やブレイナードFRB理事から利上げの条件となる経済指標発表を

注視したいと早期利上げ論を牽制する発言がでている。また今のところ沈静化してい

るとはいえ、中国恒大集団の問題は根本的に解決しておらず再燃の可能性もあるた

め、突発的な動きに対処できるようにしておきたいところだ。

　米ＧＤＰ速報値

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
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